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るだけで終
お
わりにならないような工

く
夫
ふう
がされています。第

だい
2章
しょう
を例

れい
に、内

ない
容
よう
を見

み
て

みましょう。ここでは、最
さい
初
しょ
の「確

かく
認
にん
チェック」で、「日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
」と言

い
われて思

おも
い

浮
う
かぶものを読

どく
者
しゃ
に挙

あ
げさせます。その結

けっ
果
か
を受

う
けて、「解

かい
説
せつ
」で、文

ぶん
化
か
は、「寿

す

司
し
」「富

ふ
士
じ
山
さん
」などの「見

み
える文

ぶん
化
か
」と、「価

か
値
ち
観
かん
」「社

しゃ
会
かい
マナー」などの「見

み
えな

い文
ぶん
化
か
」に二

に
分
ぶん
されることを紹

しょう
介
かい
します。これらを理

り
解
かい
した上

うえ
で、次

つぎ
の「確

かく
認
にん
チェ

ック」で、「ハグ」「割
わ
り勘
かん
」などの習

しゅう
慣
かん
が、読

どく
者
しゃ
にとって常

じょう
識
しき
とされる行

こう
動
どう
かどう

か判
はん
断
だん
させ、常

じょう
識
しき
か非

ひ
常
じょう
識
しき
かの判

はん
断
だん
は育
そだ
ってきた文

ぶん
化
か
によって変

か
わること、これら

の行
こう
為
い
が持

も
つ意

い
味
み
（「見

み
えない文

ぶん
化
か
」）に対

たい
する不

ふ
理
り
解
かい
が異

い
文
ぶん
化
か
摩
ま
擦
さつ
を生

う
む原

げん
因
いん
に

なることを「解
かい
説
せつ
」で指

し
摘
てき
します。最

さい
後
ご
に、「考

かんが
えよう」で、「見

み
えない文

ぶん
化
か
」に関

かん

連
れん
した自

じ
身
しん
の経

けい
験
けん
を振

ふ
り返
かえ
り、この章

しょう
のまとめとします。振

ふ
り返
かえ
りでは、「考

かんが
えるポ

イント」や異
い
文
ぶん
化
か
体
たい
験
けん
が豊

ほう
富
ふ
な著

ちょ
者
しゃ
の例

れい
が紹

しょう
介
かい
された「異

い
文
ぶん
化
か
よもやま話

ばなし
」が参

さん

考
こう
になります。

▽自
じ
分
ぶん
以
い
外
がい
の人
ひと
はすべて異

い
文
ぶん
化
か

　本ほん書しょが指さす「異い文ぶん化かコミュニケーション」は、国くに、民みん族ぞく、言げん語ごの異ことなる集しゅう団だんに

限
かぎ
ったものではなく、「親

おや
や兄

きょう
弟
だい
」「配

はい
偶
ぐう
者
しゃ
」「他

た
府
ふ
県
けん
の人

ひと
」「異

こと
なる職

しょく
業
ぎょう
の人

ひと
」と

のコミュニケーションも含
ふく
みます。同

どう
国
こく
人
じん
同
どう
士
し
であっても、理

り
解
かい
しあえないことは

よくありますが、「異
こと
なる文

ぶん
化
か
を持

も
っている人

ひと
」と捉

とら
え直

なお
せば、理

り
解
かい
を深

ふか
める方

ほう
策
さく

が見
み
つかりそうです。

　自
じ
身
しん
のコミュニケーションスタイルを知

し
りたい人

ひと
には第

だい
12章

しょう
や第

だい
14章

しょう
が参

さん
考
こう
に

なります。また、これから海
かい
外
がい
で暮

く
らす予

よ
定
てい
がある人

ひと
には第

だい
4章
しょう
や第

だい
11章

しょう
、外
がい
国
こく
人
じん

と接
せっ
触
しょく
する機

き
会
かい
がよくある人

ひと
には第

だい
9章
しょう
や第

だい
10章

しょう
が参
さん
考
こう
になります。

多
た
文
ぶ ん
化
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共
きょう
生
せ い
社
し ゃ
会
か い
を生

い
きる知

ち
恵

え
をつけよう
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：押
おし

尾
お

　和
かず

美
み

／日
に

本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

　グローバル化
か
に伴

ともな
い、外

がい
国
こく
で仕

し
事
ごと
をする日

に
本
ほん
人
じん
や、日

に
本
ほん
で仕

し
事
ごと
をする

外
がい
国
こく
人
じん
も珍

めずら
しくなくなってきました。異

こと
なる文

ぶん
化
か
を持

も
つ者

もの
同
どう
士
し
が共

とも
に暮

く
ら

す「多
た
文
ぶん
化
か
社
しゃ
会
かい
」では、どのようなことに気

き
をつければ「共

きょう
生
せい
」できるで

しょうか。今
こん
回
かい
は、そのヒントをくれる一

いっ
冊
さつ
をご紹

しょう
介
かい
します。

▽異
い
文
ぶん
化
か
コミュニケーションの理

り
論
ろん
を自

じ
身
しん
の体
たい
験
けん
につなげる

　本ほん書しょには、私わたし達たちが文ぶん化かを異ことにする人ひとたちとコミュニケーションする際さい、

知
し
っておくとよい知

ち
識
しき
が数

かず
多
おお
く紹

しょう
介
かい
されています。各

かく
章
しょう
のタイトルは次

つぎ
の

とおりです。

　各
かく
章
しょう
のはじめには、章

しょう
の内

ない
容
よう
に関

かん
する短

みじか
い紹

しょう
介
かい
文
ぶん
と4コマ漫

まん
画
が
が用

よう
意
い
さ

れています。タイトルだけを見
み
ると難

むずか
しそうな本

ほん
に見

み
えますが、思

おも
わずク

スッと笑
わら
える漫

まん
画
が
の導

どう
入
にゅう
があることで本

ほん
編
ぺん
の内

ない
容
よう
がイメージでき、肩

かた
の力

ちから

を抜
ぬ
いて読

よ
み進
すす
めることができます。

　本
ほん
編
ぺん
は、その章

しょう
のテーマに関

かん
する基

き
礎
そ
知
ち
識
しき
の紹

しょう
介
かい
と、その理

り
解
かい
を確

かく
認
にん

する「確
かく
認
にん
チェック」および「解

かい
説
せつ
」を中

ちゅう
心
しん
に構
こう
成
せい
されていますが、必

ひつ
要
よう

に応
おう
じて、解

かい
答
とう
の手

て
がかりとなる「ヒント」や、異

い
文
ぶん
化
か
理
り
解
かい
の具

ぐ
体
たい
的
てき
な事

じ

例
れい
を示

しめ
した「考

かんが
えるポイント」の欄

らん
が設

もう
けられています。また、その章

しょう
で

扱
あつか
った内

ない
容
よう
を、個

こ
人
じん
やグループで体

たい
験
けん
する「ワーク」や、その章

しょう
の内

ない
容
よう
を

自
じ
身
しん
の経

けい
験
けん
にひきつけて振

ふ
り返
かえ
る「考

かんが
えよう」のページもあり、知

ち
識
しき
を得

え
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